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	抗原情報
	背景
	この遺伝子はセストリンファミリーのメンバーをコードしています。セストリンはp53腫瘍抑制タンパク質によって誘導され、DNA損傷および酸化ストレスに対する細胞応答において役割を果たします。コードされているタンパク質は、AMP活性化プロテインキナーゼを活性化することによりp53による細胞増殖阻害を媒介し、その結果、哺乳類ラパマイシン標的タンパク質の阻害を引き起こします。コードされているタンパク質はまた、過剰酸化されたペルオキシレドキシンの再生による抗酸化防御においても重要な役割を果たしており、この遺伝子の発現は放射線被曝の潜在的なマーカーとなります。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2010年12月]、疾患：SESN1の欠陥は異位走性に関与している可能性があります。左右軸異常症は、左右軸形成の異常によって引き起こされる病因的に不均一な状態であり、1つまたは複数の器官系で左右極性の逆転が生じる。,機能：ペルオキシレドキシンの還元に関与する。細胞増殖の調節因子となる可能性もある。,誘導：アイソフォームT2およびアイソフォームT3は、遺伝毒性ストレス（紫外線、ガンマ線照射、細胞傷害性薬剤）によってp53依存的に誘導される。アイソフォームT1はp53によって誘導されない。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：セストリンファミリーに属する。,組織特異性：広く発現している。,
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	SESN1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	SESN1抗体を用いたラット筋細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

